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高岡  顕恒  会長渡辺  一浩  副会長

長田  悟  事務局長

【
勝
浦
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
と
は
、
ど
の

よ
う
な
団
体
で
す
か
？
】

 　
勝
浦
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
は
、
昭
和
47

年
３
月
、
ク
ラ
ブ
組
織
で
あ
っ
た
も
の
か
ら

勝
浦
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
と
し
て
設
立

し
、
市
内
に
お
け
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
者

の
普
及
、発
展
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

賛
同
す
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
者
に
よ
っ
て

組
織
さ
れ
た
団
体
で
す
。
現
在
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
を
中
心
に
女
子
が
11
チ
ー
ム
、
男
子
が
５

チ
ー
ム
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
か
？
】

　　
主
に
「
春
・
秋
季
市
内
大
会
」、「
勝
浦
杯

近
隣
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」、「
鳴
海

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
の
開
催
や
、
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
会
の
審
判
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
は
、
Ｋ
Ｖ
Ｃ
（
勝
浦
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
）
等
を
国
際
武
道
大
学

と
連
携
し
て
２
事
業
を
共
催
し
て
い
ま
す
。

Ｋ
Ｖ
Ｃ
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
好
き
な
小
学
生

か
ら
社
会
人
を
集
め
て
、
国
際
武
道
大
学
の

学
生
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、
指
導
、
練

習
す
る
も
の
で
す
。
平
成
30
年
度
は
、
５
月

か
ら
12
月
ま
で
14
回
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
約
90
名
の
登
録
が
あ
り
ま
す
。
も
う

１
つ
は
、
郡
内
の
中
学
生
を
対
象
と
し
た
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
。
こ
ち
ら
も
国
際
武
道
大

学
の
学
生
が
全
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
す
。

ど
ち
ら
も
国
際
武
道
大
学
と
い
う
地
域
の
教

育
力
と
の
連
携
で
、
協
会
と
し
て
大
き
な
意

味
を
持
ち
ま
す
。
多
少
大
き
な
大
会
で
も
、

国
際
武
道
大
学
で
の
開
催
で
す
と
、
１
回
に

５
面
、
６
面
の
コ
ー
ト
が
取
れ
、
多
く
の
チ

　
議
員
は
議
員
特
有
の
ア
ン
テ
ナ
を
使
い

　
　
　
　
　
　
　
勝
浦
市
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
ほ
し
い
。

勝浦市
バレーボール協会

と
市議会

　特集記事第 1 ６弾は、勝浦
市バレーボール協会のみなさ
んとの対談です。
　さて、今回はどのような意
見が飛び出すでしょうか？
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対
談
に
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

対
談
を
希
望
さ
れ
る
団
体
の
方
は
、

議
会
報
編
集
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

ー
ム
の
参
加
を
受
け
入
れ
る
事
が
で
き
ま
す
。

審
判
も
学
生
達
が
快
く
引
き
受
け
て
く
れ
て
、

い
ず
れ
の
大
会
を
開
催
す
る
に
し
て
も
全
面

的
に
協
力
を
し
て
く
れ
ま
す
。
我
々
は
本
当

に
国
際
武
道
大
学
に
感
謝
し
て
い
ま
す
し
、

大
き
な
存
在
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

連
携
し
て
大
会
の
開
催
や
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会
の
存
続
の
為
に
も
、
若
い
後
継
者
を
育

成
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
活
動
し
て
い
て
大
変
な
こ
と
は
？
】

 　
人
口
の
減
少
と
少
子
化
に
伴
う
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
愛
好
者
の
減
少
で
す
。
過
去
に
は
千
葉

県
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
興
津
中
学

校
男
子
が
３
連
覇
、北
中
学
校
女
子
は
優
勝
、

関
東
大
会
２
位
。
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
中

学
選
手
権
で
３
位
と
輝
か
し
い
成
績
を
収
め

た
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
口
の

減
少
と
少
子
化
に
よ
り
統
合
さ
れ
た
勝
浦
中

学
校
で
は
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
伴
い
、
市
内
大
会
等
の
開

催
に
あ
た
り
「
チ
ー
ム
を
作
る
」
と
い
う
こ

と
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
来
な
ら
市

内
大
会
で
す
の
で
、
市
内
在
住
の
方
で
チ
ー

ム
を
作
る
の
で
す
が
、
現
状
で
は
作
る
事
が

出
来
ま
せ
ん
。
市
外
在
住
で
あ
っ
て
も
、
小

中
学
校
が
勝
浦
市
の
卒
業
で
あ
れ
ば
大
丈
夫

で
あ
る
と
か
、
９
人
制
で
あ
れ
ば
４
名
ま
で

は
市
外
の
人
で
も
参
加
で
き
る
等
の
措
置
を

取
り
、
ど
う
に
か
チ
ー
ム
を
作
っ
て
い
る
状

況
で
す
。

【
皆
さ
ん
が
こ
の
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に

考
え
て
い
る
事
は
な
ん
で
す
か
？
】

　
平
成
元
年
か
ら
始
ま
り
、
毎
年
12
月
に
開

催
し
て
い
る
「
鳴
海
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

で
は
、
市
内
で
活
動
し
て
い
る
チ
ー
ム
だ
け

で
な
く
、
県
内
で
活
動
し
て
い
る
チ
ー
ム
も

招
待
し
て
い
ま
す
。
国
際
武
道
大
学
で
交
流

試
合
を
し
て
、
参
加
賞
は
勝
浦
産
の
「
ア
ジ

の
開
き
」
等
を
お
土
産
と
し
て
お
持
ち
帰
り

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
特
に
女
性
の
チ

ー
ム
か
ら
は
、
好
き
な
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も
で

き
、
美
味
し
い
「
ア
ジ
の
開
き
」
も
貰
え
る

と
大
好
評
で
す
。
中
に
は
前
泊
し
て
、
金
目

鯛
を
食
べ
る
の
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
チ
ー

ム
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
県
内
チ
ー
ム

の
交
流
の
場
と
し
て
、
勝
浦
市
内
の
宿
泊
施

設
や
飲
食
店
、
国
際
武
道
大
学
を
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
つ
に
な

っ
た
中
学
校
の
大
会
は
、
中
学
校
体
育
連
盟

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
勝
浦
近
隣
杯
」

と
し
て
郡
大
会
を
ひ
と
つ
大
き
く
し
た
形
で

開
催
し
て
い
ま
す
。　

【
市
議
会
の
印
象
や
議
員
に
望
む
こ
と
は
？
】

　　
正
直
、
市
議
会
は
外
か
ら
見
て
い
る
と
、

何
を
し
て
い
る
の
か
が
全
く
見
え
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
議
員
と
こ
の
よ
う

に
話
す
機
会
が
無
か
っ
た
の
で
、
今
回
の
対

談
を
設
け
て
く
れ
た
事
は
非
常
に
あ
り
が
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
議
員
の
印
象
と
し
て
は
、
全
体
的
に
若
返

っ
た
感
じ
で
す
ね
。
今
後
も
色
々
な
課
題
に

つ
い
て
、
議
員
の
持
つ
特
有
の
ア
ン
テ
ナ
を

使
い
、
勝
浦
市
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
く

れ
れ
ば
、
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
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平
成
30
年
９
月
定
例
会 

審
議
結
果

◯
９
月
定
例
会　

会
期　

９
月
３
日
か
ら
９
月
18
日
ま
で　

16
日
間

勝
浦
市
議
会
で
は
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！

◎
全
会
一
致　
　

○
賛
成
多
数　
　

×
賛
成
少
数

　

議
会
報
で
は
、
審
議
さ
れ
た
全
て
の
議
案
の
中
か
ら
市
民
生
活
と
深
く
係
わ
る
議
案
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ

て
重
点
的
に
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
審
議
さ
れ
た
全
議
案
に
つ
い
て
は
、
勝
浦
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

結　

果

議
案
番
号

件　
　
　

名

付
託
委
員
会

承
認
◎

議
案
第
35
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
30
年
度
勝
浦
市

一
般
会
計
補
正
予
算
）

承
認
◎

議
案
第
36
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
30
年
度
勝
浦
市
一

般
会
計
補
正
予
算
）

可
決
◎

議
案
第
37
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

可
決
◎

議
案
第
38
号

勝
浦
市
福
祉
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

産
業
厚
生

可
決
◎

議
案
第
39
号

平
成
30
年
度
勝
浦
市
一
般
会
計
補
正
予
算

総
務
文
教

可
決
◎

議
案
第
40
号

平
成
30
年
度
勝
浦
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

産
業
厚
生

可
決
◎

議
案
第
41
号

平
成
30
年
度
勝
浦
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

産
業
厚
生

可
決
◎

議
案
第
42
号

平
成
30
年
度
勝
浦
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

産
業
厚
生

認
定
〇

議
案
第
43
号

決
算
認
定
に
つ
い
て（
平
成
29
年
度
勝
浦
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
）
決
算
審
査

認
定
〇

議
案
第
44
号

決
算
認
定
に
つ
い
て
（
平
成
29
年
度
勝
浦
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
）

決
算
審
査

認
定
〇

議
案
第
45
号

決
算
認
定
に
つ
い
て
（
平
成
29
年
度
勝
浦
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
）

決
算
審
査

認
定
〇

議
案
第
46
号

決
算
認
定
に
つ
い
て
（
平
成
29
年
度
勝
浦
市
介
護
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
）

決
算
審
査

認
定
及
び

可
決
〇

議
案
第
47
号

利
益
の
処
分
及
び
決
算
認
定
に
つ
い
て
（
平
成
29
年
度
勝
浦
市
水
道

事
業
会
計
決
算
）

決
算
審
査

同
意
◎

議
案
第
48
号

勝
浦
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

●
審
議
案
件
一
覧

●
ト
ピ
ッ
ク
ス　

そ
の
１

勝
浦
中
学
校
に
乗
用
草
刈
り
機
等
が

　
　
　
　
　
　
　
整
備
さ
れ
ま
し
た
！

議
案
第
三
十
九
号

平
成
三
十
年
度
勝
浦
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

平
成
三
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
教
育
費
に
お
い

て
、
学
校
管
理
用
備
品
購
入
費
が
75
万
円
計
上
さ
れ
、

勝
浦
中
学
校
に
市
内
初
の
乗
用
草
刈
機
と
、
歩
行
草
刈

り
機
等
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
草
刈
り
機
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
中
学
校
だ
け

で
な
く
、
小
学
校
に
も
貸
し
出
し
で
き
る
よ
う
管
理
の

仕
方
を
工
夫
し
、
学
校
職
員
の
環
境
整
備
に
か
か
る
負

担
を
軽
減
す
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　

使
用
に
あ
た
っ
て
の
安
全
講
習
は
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
安
全
に
使
用
で
き
る
よ
う
、
使
用
対
象

者
に
安
全
講
習
を
行
う
予
定
で
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
教
育
環
境
整
備
に
向
け
て
の
働

き
方
改
革
の
一
歩
と
言
え
ま
す
。

①
乗
用
草
刈
機
「
乗
用
モ
ア
」　　
　
　
　
　
　

50
万
円

②
草
刈
機
「
歩
行
ロ
ー
タ
リ
ー
モ
ア
」　　
　
　

20
万
円

③ 

積
込
用
は
し
ご
「
ア
ル
ミ
ブ
リ
ッ
ジ
」　　

   

５
万
円
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●
ト
ピ
ッ
ク
ス　

そ
の
２

勝
浦
市
の
福
祉
基
金
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
す
！

議
案
第
三
十
八
号

勝
浦
市
福
祉
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

勝
浦
市
福
祉
基
金
条
例
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
「
高
齢
者
の
保

健
福
祉
」
に
限
定
さ
れ
て
い
た
福
祉
基
金
の
使
用
用
途
が
「
福
祉
」

全
般
に
拡
大
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

勝
浦
市
福
祉
基
金
は
こ
れ
ま
で
も
高
齢
者
の
福
祉
増
進
の
た

め
、
入
湯
券
の
配
布
事
業
や
勝
浦
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
の
設
置
補
助
な

ど
に
充
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
市
民
の
方
か
ら
合
計

５
１
０
万
８
千
円
の
ご
寄
付
を
頂
い
た
事
に
伴
い
、
合
わ
せ
て
条
例

改
正
を
行
い
、
条
例
の
目
的
、
そ
の
使
用
用
途
を
拡
大
し
、
対
象
と

な
る
事
業
を
福
祉
全
般
に
拡
大
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
高
齢
者
の
福
祉
だ
け
で
な
く
社
会
福
祉
、
例

え
ば
障
害
を
持
つ
方
々
に
対
す
る
福
祉
や
児
童
福
祉
の
面
で
も
活
用

で
き
る
基
金
と
な
り
ま
す
。

●
ト
ピ
ッ
ク
ス　

そ
の
３

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
定
さ
れ
ま
す
！

議
案
第
三
十
九
号　

平
成
三
十
年
度
勝
浦
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
業
務
委
託
料
２
３
０
万
円

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
の
ス
タ
ー
ト
に
伴
い
、「
勝
浦

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
は
、
市
の
子
ど
も
・
子
育
て
に

係
る
総
合
的
な
計
画
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
策
定

後
は
、こ
の
計
画
に
基
づ
き
、よ
り
一
層
の
幼
児
教
育
や
保
育
の
充
実
、

妊
娠
・
出
産
期
の
切
れ
目
な
い
支
援
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援

な
ど
の
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
子
育
て
中
の
家
庭
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
基
に
、
教
育
や
保
育
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

の
ニ
ー
ズ
を
計
画
に
盛
り
込
む
予
定
で
、
今
回
議
会
に
提
出
さ
れ
た

予
算
の
中
に
も
、
計
画
策
定
の
た
め
の
基
礎
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

実
施
の
た
め
の
経
費
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
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各常任委員会等の活動報告

総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

勝浦市議会表彰選考委員会

　議案第 39 号平成 30 年度勝浦市一般会計補正予算について、総務文教常任委員会に付託され、　審議
の結果、全員賛成により可決されました。最終日の本会議において、総務文教常任委員長からの審査
結果報告後、採決を行い、全会一致により「可決」となりました。

　議案第 38 号勝浦市福祉基金条例の一部を改正する条例の制定について及び議案第 40 号ないし議案
第 42 号の特別会計補正予算３件について、産業厚生常任委員会に付託され、審議の結果、議案４件に
ついて全員賛成により可決されました。最終日の本会議において、産業厚生常任委員長からの審査結
果報告後、採決を行い、全会一致により付託された条例１件と特別会計補正予算３件は「可決」とな
りました。

勝浦市議会表彰　上野小学校２年生１５名の表彰決定
　平成３０年９月７日、勝浦市議会表彰選考委員会を開催し、前期分（平成３０年１月１日から６月
３０日の期間）の市内小中学校の児童・生徒を対象に受賞候補者を推薦していただき、表彰候補者の
選考審査をした結果、表彰者が決定しました。
　なお表彰につきましては、後期分と一括して平成３１年３月議会の初日に、議場において行なわれ
ます。

被表彰者　　上野小学校２年生　15 名
表彰基準　「第１回ＣＨＩＢＡこども新聞コンクール」、
　　　　　「学級新聞：小学校低学年部門」千葉県知事賞　
　　　　　  上野小学校１年生（平成 30 年３月 10 日受賞）

※広報かつうら　２０１８年４月１３日発行号に掲載されています。
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決算審査特別委員会

　平成 29 年度勝浦市一般会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計、
以上４件の歳入歳出決算、水道事業会計の利益の処分及び決算を審査するため、７人の委員による特
別委員会を設置しました。
　この委員会は、９月 12 日及び 13 日の２日間、平成２９年度の予算執行、財政運営、行政効果など
を審査し、５会計については、いずれも全員賛成で、それぞれ認定、原案可決及び認定すべきものと
決定しました。
　本会議において委員長から審査の結果と概要が報告され、反対討論、賛成討論を経て、いずれも賛
成多数（賛成 13、反対 1）で、それぞれ認定、原案可決及び認定すべきものと決定しました。

Ｑ　生活保護費の扶助費で多額な不要額が発生したことについて　
Ａ　申請者は年々減少傾向であり、生活困窮者自立支援法や、いろいろな制度も使い自立を支援して

いるため減少している。また、就労支援により、９人が就労に結び付き自立している。
Ｑ　防災アプリ管理整備事業について
Ａ　防災アプリについては、音声メッセージ配信機能も付いており個別受信機の代わりにもなる。今

年度から運用を開始しているが、今後更なる登録者の確保に向け周知を図っていきたい。
Ｑ　芸術文化交流推進事業、キュステの主催事業における収支状況について
Ａ　キュステにおいては、市民１人１人に対して芸術文化に触れ、生涯を通じて楽しく健康的に学び

潤いと生きがいが生まれる施設であること、地域住民の相互交流や地域活性化の拠点であり、文
化交流などのコミュニティー活動を支え、育むための中核的な施設との基本構想、基本計画に従
い運営されている。外房地域の芸術文化の拠点と位置付けされ、芸術文化に対しての費用はかか
るものではあり、芸術文化のレベルを向上させるためには止むを得ない支出であるが、内容を精
査して、公演後のアンケート結果等を勘案しながらマイナスの縮小に努めていく。

　委員長、副委員長及び委員は次のとおりです。
委員長 副委員長 委　　員

黒川　民雄 久我　恵子
佐藤　啓史　鈴木　克己　寺尾　重雄
戸坂　健一　松﨑　栄二　　　　　　

決算審査特別委員会の様子 関係諸帳簿及び証書類検査

決算審査特別委員会での主な質問
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Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

久我恵子議員

災
害
時
の
避
難
所
に
お

け
る
ト
イ
レ
に
つ
い
て

乳
が
ん
予
防
に
つ
い
て

９
月
５
日
・
６
日
の
２
日
間
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
発
言
議
員
本
人
か
ら
の
寄
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

全
文
は
、
勝
浦
市
議
会
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

9 月 5日
久
我　

恵
子　

議
員

①
災
害
時
の
避
難
所
に
お
け
る
ト
イ
レ
に
つ
い
て

②
乳
が
ん
予
防
に
つ
い
て

照
川 

由
美
子　

議
員

①
勝
浦
漁
港
荷
さ
ば
き
所（
市
場
）の
整
備
計
画
と
、
漁
業
の
担
い

手
支
援
対
策
に
つ
い
て  

②「
漁
村
観
光
」
推
進
に
関
わ
る
課
題
に
つ
い
て

③
市
内
津
波
避
難
訓
練
実
施
計
画
と
学
校
防
災（
災
害
）
教
育
に

つ
い
て

岩
瀬　

義
信　

議
員

①
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

佐
藤　

啓
史　

議
員

①
教
育
課
題
に
つ
い
て

戸
坂　

健
一　

議
員

①
小
中
学
校
に
お
け
る
道
徳
教
育
に
つ
い
て

9 月 6日
鈴
木　

克
己　

議
員

①
道
の
駅
基
本
計
画
に
つ
い
て

②
高
齢
者
福
祉
政
策
に
つ
い
て

藤
本　
　

治　

議
員

①
防
災
・
減
災
対
策
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

②
小
・
中
学
校
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

③
学
校
お
よ
び
通
学
路
、
そ
し
て
市
内
全
域
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
危
険
除
去
に
つ
い
て

④
国
保
税
の
さ
ら
な
る
引
き
下
げ
に
つ
い
て

⑤
市
役
所
の
障
害
者
雇
用
率
に
つ
い
て　
　

災
害
時
の
避
難
所
に
お

け
る
ト
イ
レ
に
つ
い
て
の
現

状
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
、
ま
た
避
難
所
と
な

る
勝
浦
中
学
校
で
新
た
に
建

設
さ
れ
る
プ
ー
ル
の
活
用
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

災
害
時
の
避
難
所
に
お

け
る
ト
イ
レ
の
課
題
は
、
被

災
者
の
健
康
被
害
と
衛
生
環

境
の
悪
化
を
も
た
ら
す
こ
と

か
ら
、
被
災
者
の
命
を
支
え

る
重
要
な
社
会
基
盤
サ
ー
ビ

ス
の
ひ
と
つ
と
し
て
認
識
し

て
い
る
。
現
在
、
77
基
の
簡

易
式
ト
イ
レ
と
７
４
０
個
の

携
帯
用
ト
イ
レ
を
備
蓄
し
て

い
る
。

　

平
成
31
年
３
月
竣
工
予
定

の
勝
浦
中
学
校
プ
ー
ル
は
、

災
害
時
に
は
、
飲
料
水
と
し

て
も
使
用
で
き
る
浄
水
機
能

が
整
備
さ
れ
る
。
ガ
ソ
リ
ン

エ
ン
ジ
ン
で
起
動
し
、
１
時

間
で
約
２
千
リ
ッ
ト
ル
の
飲

料
水
を
作
る
こ
と
が
出
来
、

燃
料
が
な
く
な
っ
た
場
合
で

も
手
動
で
１
時
間
約
千
リ
ッ

ト
ル
の
飲
料
水
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
。こ
の
こ
と
か
ら
、

建
設
中
の
プ
ー
ル
は
災
害
時

に
お
い
て
飲
料
水
、
生
活
用

水
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。

昨
年
９
月
議
会
で
も
高

濃
度
乳
房
に
つ
い
て
質
問
を

し
ま
し
た
。
現
在
、
日
本
人

女
性
の
11
人
に
１
人
が
乳
が

ん
に
罹
患
し
て
い
ま
す
。
乳

が
ん
健
診
の
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
検
査
で
乳
房
全
体
が

白
く
写
る
「
高
濃
度
乳
房
」

は
日
本
人
女
性
に
多
く
、
が

ん
を
見
つ
け
づ
ら
い
。「
高

濃
度
乳
房
」
で
あ
る
こ
と
を

受
診
者
に
分
か
り
や
す
く
通

知
し
、
早
期
発
見
の
一
助
と

す
べ
き
と
思
う
が
、
国
は
説

明
の
難
し
さ
か
ら
時
期
尚
早

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
国

内
２
２
３
の
自
治
体
は
独
自

に
受
診
者
に
通
知
を
し
て
い

る
。
勝
浦
市
と
し
て
も
乳
が

ん
の
早
期
発
見
の
為
に
、
通

知
を
す
る
べ
き
と
思
う
が
、

市
と
し
て
の
考
え
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

「
高
濃
度
乳
房
」
は
、

乳
房
の
タ
イ
プ
で
あ
り
、
病

気
で
は
な
く
体
質
で
あ
る
こ

と
を
受
診
者
に
正
し
く
理
解

し
て
も
ら
う
事
と
、
受
診
者

か
ら
相
談
を
受
け
た
場
合
の

対
応
等
を
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
国
か
ら
の
通
知
等
に

注
意
す
る
と
と
も
に
、
通
知

を
す
る
た
め
に
は
課
題
が
あ

る
の
か
を
検
討
し
た
上
で
通

知
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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ＡＡ

Ａ

Ａ

ＡＡ

ＡＡ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

ＱＱ

照川由美子議員

岩瀬義信議員

「
勝
浦
漁
港
市
場
の
整
備

計
画
」
と「
漁
業
の
担
い

手
支
援
対
策
」に
つ
い
て

『
漁
村
観
光
』推
進
に
関
わ

る
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

『
市
内
津
波
避
難
訓
練

計
画
』
と
学
校
防
災
訓

練
に
つ
い
て

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

猿
田
市
長
は
、
県
商
工

労
働
部
長
等
の
要
職
を
歴
任

さ
れ
て
き
た
行
政
の
プ
ロ
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
七
年
間
、

我
々
の
想
像
を
超
え
る
働
き

で
次
々
と
実
績
を
積
み
上
げ

て
き
た
。
そ
こ
で
、
市
長
と

し
て
ど
の
よ
う
な
心
構
え
で

市
政
の
舵
取
り
を
し
て
き
た

か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
を
見
た
と
き
、
来
年
の
市

長
選
挙
に
再
度
挑
戦
す
べ
き

と
思
う
が
、
市
長
の
ご
見
解
、

ご
心
境
を
お
伺
い
し
た
い
。

私
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
や
、
議
会
、
市
職
員

の
意
見
・
考
え
方
を
聞
き
な

が
ら
政
策
に
取
り
組
も
う
と
、

市
長
へ
の
手
紙
や
市
民
会
議

を
創
設
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
勝
浦
駅
の
エ

市
場
整
備
の
方
向
性
と

整
備
検
討
会
の
状
況
は
？

両
漁
協
と
協
議
し
た
結

果
、「
将
来
的
な
合
併
の
必

要
性
は
認
め
る
も
の
の
課
題

解
決
に
時
間
を
要
す
る
た

め
、
安
全
確
保
を
踏
ま
え
た

市
場
整
備
を
優
先
す
る
」
と

い
う
方
針
が
昨
年
ま
と
ま
っ

た
。
現
在
、
計
画
期
間
の
延

長
や
建
設
規
模
の
見
直
し

等
、
変
更
案
の
策
定
を
進
め

て
い
る
。
今
後
、
県
・
国
と

の
協
議
を
経
て
工
法
工
期
の

詳
細
に
つ
い
て
決
定
し
て
い

く
。

漁
業
の
担
い
手
支
援
対

策
の
「
漁
船
リ
ー
ス
緊
急
事

業
」
の
活
用
と
継
続
性
は
？

市
内
で
四
名
が
活
用
、

本
年
度
は
六
名
が
申
請
。
こ

観
光
基
本
計
画
の
見
直

し
は
あ
る
の
か
？

計
画
策
定
か
ら
十
七

年
、改
め
て
「
う
み
の
拠
点
」

鵜
原
・
吉
尾
・
松
部
地
区
の

観
光
振
興
策
を
考
え
、
地
域

の
稼
ぐ
力
を
引
き
出
し
た

い
。

課
題
の
あ
る
市
道
、
海

水
浴
場
に
注
ぐ
河
川
の
汚
濁

等
、
現
状
と
対
策
は
？

市
道
に
つ
い
て
は
、
要

望
を
精
査
し
、
緊
急
性
事
業

効
果
等
を
総
合
的
に
判
断
し

た
い
。該
当
の
十
二
河
川
中
、

七
河
川
が
調
査
対
象
、
一
河

川
を
除
き
基
準
値
以
下
。
広

報
で
河
川
へ
の
市
民
の
意
識

を
高
め
る
と
と
も
に
、
廃
食

油
の
回
収
協
力
に
努
め
る
体

昨
年
の
避
難
訓
練
の
状

況
と
今
回
の
計
画
は
？

市
内
全
体
で
七
六
八
人

の
参
加
、
率
は
六
％
と
低

調
。
十
月
二
十
八
日
の
訓
練

は
、地
震
体
験
や
煙
体
験
等
、

様
々
な
企
画
を
工
夫
し
多
く

の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

地
元
の
津
波
避
難
訓
練

に
子
ど
も
達
を
参
加
さ
せ
る

意
義
は
大
き
い
と
考
え
る

が
、
市
の
お
考
え
は
？

小
中
学
生
が
自
主
的
に

参
加
で
き
る
よ
う
、
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
は
じ
め
、

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の

建
設
、
ま
た
、
こ
ど
も
医
療

費
の
無
料
化
等
、
予
算
的
な

課
題
も
あ
っ
た
が
、
国
や
県

の
支
援
、
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
に
も
支
え
ら
れ
、
健
全
財

政
を
維
持
し
な
が
ら
こ
こ
ま

で
実
現
で
き
た
。
私
は
、
本

市
に
必
要
な
も
の
と
し
て
、

産
業
振
興
、
企
業
誘
致
を
図

り
な
が
ら
働
く
場
の
確
保
や
、

観
光
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡

大
、
子
育
て
・
教
育
環
境
の

充
実
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

地
方
創
生
は
、
人
口
減
少
対

策
は
勿
論
、
市
民
の
平
均
所

得
が
上
が
り
豊
か
に
な
る
こ

と
が
目
的
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
子
育
て
し
や
す
い
政

策
も
大
事
。
課
題
も
色
々
あ

る
が
、
特
に
、
当
面
や
り
遂

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
し
て
、
元
行
川
ア
イ
ラ
ン

ド
跡
地
の
宿
泊
型
リ
ゾ
ー
ト

構
想
へ
の
支
援
、
総
野
地
区

へ
の
道
の
駅
の
実
現
、
上
野

地
区
の
ほ
場
整
備
推
進
な
ど

れ
ま
で
国
の
緊
急
対
策
と
し

て
補
正
予
算
対
応
だ
っ
た

が
、
来
年
度
は
当
初
予
算
に

計
上
す
る
よ
う
水
産
庁
の
方

針
が
示
さ
れ
、
事
業
の
継
続

性
が
期
待
で
き
る
。

制
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え

方
に
市
民
の
皆
さ
ん
が
賛
同

い
た
だ
け
る
な
ら
、
次
期
市

長
選
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

猿
田
市
長
は
、
千
葉
商

工
会
議
所
の
専
務
理
事
も
経

験
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

企
業
の
ト
ッ
プ
な
ど
、
幅
広

い
業
界
の
方
達
と
の
交
流
が

深
く
、
皆
さ
ん
が
猿
田
市
政

を
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
こ

と
は
、
私
も
目
の
当
た
り
に

し
て
い
る
。
市
長
の
人
徳
は
、

勝
浦
市
に
と
っ
て
大
き
な
推

進
力
で
あ
る
と
私
は
思
う
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。」
で

は
な
く
、「
次
も
や
る
。」
と
、

強
い
決
意
を
聞
き
た
い
。

私
は
、
市
長
就
任
以
来

の
信
条
と
し
て
、
市
民
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、
威
張
る
こ
と
な

く
、公
平
・
公
正
、真
心
を
も
っ

て
行
政
執
行
す
る
と
い
う
初

心
を
忘
れ
ず
に
市
政
運
営
に

当
た
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
か

ら
も
こ
の
精
神
を
も
っ
て
三

選
出
馬
を
い
た
し
ま
す
。

整備予定の勝浦漁港市場

9



Ａ

Ａ Ａ Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ＡＡ Ａ

Ｑ Ｑ

ＱＱ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

ＱＱ

学
校
現
場
に
お
け
る
夏

の
暑
さ
対
策
は
？

換
気
や
扇
風
機
を
用
い

た
対
策
及
び
積
極
的
な
水
分

補
給
を
促
し
熱
中
症
の
予
防

に
努
め
た
。
ま
た
７
月
中
に

教
室
の
室
温
計
測
を
実
施
。

午
後
２
時
の
平
均
気
温
は
上

野
小
が
28
．６
度
、
興
津
小

が
29
．７
度
、
勝
浦
小
が
28
．

８
度
、
郁
文
小
が
30
．３
度
、

豊
浜
小
が
29
．５
度
、
総
野

小
が
29
．０
度
、
勝
浦
中
が

29
．４
度
。
文
部
科
学
省
が

定
め
る
学
校
衛
生
基
準
の
28

度
を
超
え
た
日
数
は
、
延
べ

日
数
11
日
が
４
校
、
12
日
が

３
校
で
あ
る
。

市
内
小
中
学
校
の
普
通

教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に

つ
い
て
再
々
度
の
要
望
を
す

る
が
？

本
年
度
か
ら
道
徳
の
授

業
が
全
て
の
小
学
校
で
正
式
に

教
科
と
な
り
、
来
年
度
か
ら
は

中
学
校
で
も
道
徳
の
教
科
化
が

実
施
さ
れ
る
。

　
道
徳
の
評
価
は
数
値
で
は
な

く
、
成
長
の
様
子
や
学
習
状
況

な
ど
を
記
述
す
る
が
、
評
価
方

法
や
基
準
が
曖
昧
で
全
国
の
教

育
現
場
で
は
混
乱
も
見
ら
れ

る
。
勝
浦
市
で
は
道
徳
教
育
に

つ
い
て
教
員
間
で
ど
の
よ
う
な

教
育
方
針
を
定
め
、
ど
の
よ
う

な
方
法
で
教
育
方
針
を
共
有
し

て
い
る
か
お
伺
い
す
る
。

道
徳
の
教
科
化
に
至
っ

た
背
景
で
あ
る
い
じ
め
問
題

を
踏
ま
え
、
す
べ
て
の
小
中
学

校
で
効
果
的
な
指
導
方
法
や

評
価
方
法
に
つ
い
て
研
修
を

重
ね
て
い
る
。

道
徳
教
科
化
に
あ
た
り
、

佐藤啓史議員

戸坂健一議員

夏
の
暑
さ
対
策

通
学
路
の
安
全
対
策

小
中
学
校
に
お
け
る

道
徳
教
育
に
つ
い
て

教
室
の
室
温
測
定
の
結

果
を
踏
ま
え
教
育
委
員
会
会

議
、
勝
浦
市
総
合
教
育
会
議

を
開
催
し
協
議
し
た
結
果
、

来
年
度
６
月
中
を
目
途
に
エ

ア
コ
ン
設
置
に
向
け
た
調

査
、
検
討
を
進
め
る
。

導
入
の
方
式
と
予
算
措

置
は
？リ

ー
ス
方
式
で
検
討
し

て
お
り
、
債
務
負
担
行
為
で

計
上
し
た
い
。

部
活
動
に
お
け
る
暑
さ

対
策
は
？

各
学
校
に
設
置
し
て
あ

る
暑
さ
指
数
計
を
活
用
し
部

活
動
指
導
に
当
た
る
よ
う
５

つ
の
項
目
に
つ
い
て
通
知
し

た
。
１
点
目
は
、
暑
さ
指
数

が
31
度
以
上
の
場
合
は
活
動

を
中
止
す
る
こ
と
。
２
点
目

は
、
児
童
生
徒
健
康
観
察
の

徹
底
。
３
点
目
は
、
換
気
、

扇
風
機
の
活
用
と
環
境
条
件

の
整
備
。
４
点
目
は
、
登
下

校
を
含
め
服
装
の
軽
装
や
帽

子
の
着
用
な
ど
服
装
等
の
指

導
。
５
点
目
に
は
、
保
護
者

に
協
力
を
依
頼
し
、
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
や
塩
飴
の
推

奨
、
冷
却
剤
の
持
参
な
ど
の

対
策
を
講
じ
た
。

大
阪
北
部
地
震
で
は

ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
に
よ
り
児

童
が
犠
牲
と
な
っ
た
が
通
学

路
の
安
全
対
策
に
対
す
る
市

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞

き
す
る
。

学
校
敷
地
内
及
び
学
校

隣
接
地
に
つ
い
て
緊
急
点
検

を
実
施
し
た
。
ま
た
勝
浦
市

通
学
路
安
全
推
進
協
議
会
を

組
織
し
、
勝
浦
警
察
署
、
夷

隅
土
木
事
務
所
、
市
都
市
建

設
課
、
生
活
環
境
課
、
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
と
連
携
し

通
学
路
の
安
全
対
策
を
す
す

め
て
い
く
。

ど
の
よ
う
な
方
針
で
教
科
と
し

て
評
価
を
し
、
教
員
間
で
そ
れ

を
共
有
し
て
い
く
の
か
。

教
科
と
し
て
の
道
徳
の
評

価
方
法
は
、
道
徳
的
行
為
の
評

価
で
は
な
く「
自
己
を
見
つ
め
物

事
を
多
面
的
に
捉
え
、
自
己
の

生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
か
」と
い
う
心
の
成
長

を
重
視
し
て
評
価
し
て
い
る
。

　

評
価
方
法
の
共
有
に
つ
い
て

は
、
各
学
校
で
実
施
し
て
い

る
校
内
研
修
の
ほ
か
、
東
上
総

教
育
事
務
所
に
よ
る
要
請
訪
問

な
ど
を
通
じ
て
共
有
の
徹
底
を

図
っ
て
い
る
。

道
徳
の
教
科
書
の
中
に

は
「
死
刑
制
度
に
つ
い
て
」
等

意
見
が
分
か
れ
る
こ
と
を
前

提
と
し
た
テ
ー
マ
も
散
見
さ

れ
る
。
意
見
が
分
か
れ
議
論
す

る
の
は
良
い
こ
と
だ
が
、
議
論

の
進
め
方
に
よ
っ
て
は
偏
っ

た
価
値
観
の
押
し
付
け
に
な

る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。
道
徳

授
業
の
公
平
性
の
担
保
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
か
。

道
徳
の
授
業
で
は
、
議

論
を
重
視
し
、
画
一
的
な
見
方

か
ら
多
面
的
な
見
方
に
発
展

さ
せ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が

指
導
の
ポ
イ
ン
ト
。
教
員
の
価

値
観
の
押
し
付
け
に
な
ら
な

い
様
に
十
分
配
慮
す
る
。

学
習
指
導
要
領
で
も
、

「
考
え
議
論
す
る
道
徳
」
を
重

視
す
る
旨
記
載
が
あ
る
。
道
徳

に
置
い
て
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど

議
論
の
方
法
に
特
化
し
た
授

業
を
実
施
し
て
は
。

道
徳
の
授
業
及
び
特
別

活
動
に
お
い
て
議
論
や
討
論

を
す
る
ル
ー
ル
作
り
を
実
践

し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

家
庭
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
連

携
し
指
導
し
て
い
く
。

道徳教育研修会の様子
（三郷市）
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今
年
度
事
業
の
道
の
駅

整
備
基
本
設
計
策
定
業
務
の

委
託
が
前
年
度
基
本
計
画
策

定
を
委
託
し
た
事
業
者
と
随

意
契
約
さ
れ
た
が
、
契
約
の

法
的
根
拠
等
を
示
さ
れ
た

い
。

昨
年
度
の
基
本
計
画
を

策
定
し
た
事
業
者
は
、
道
の

駅
計
画
に
十
分
精
通
し
て
い

る
の
で
、
地
方
自
治
法
及
び

市
条
例
の
規
定
に
よ
り
契
約

し
た
。事

業
対
象
地
の
用
地
取

得
に
当
た
っ
て
は
、
土
地
収

用
法
に
基
づ
く
事
業
認
定
を

適
用
す
る
と
あ
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

手
続
き
の
簡
素
化
と
用

地
提
供
者
へ
の
税
負
担
の
軽

減
の
た
め
。

予
定
地
の
全
部
が
農
地

繰
越
金
と
財
政
調
整
基

金
を
合
わ
せ
て
約
２
億
円
の

留
保
資
金
が
あ
り
、
こ
の
１

割
で
さ
ら
な
る
国
保
税
の
引

き
下
げ
が
可
能
で
は
な
い

か
。

今
後
の
健
全
な
国
保
財

政
運
営
を
図
る
た
め
に
、
引
き

続
き
留
保
し
て
い
き
た
い
。

藤本治議員

鈴木克己議員

高
齢
者
福
祉
政
策
に

つ
い
て

道
の
駅
基
本
計
画
に

つ
い
て

防
災
・
減
災
対
策
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
普
通
教
室

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
危
険
除
去

国
保
税
の
引
き
下
げ

道の駅予定地

津波避難訓練（吉尾）

買
い
物
支
援
の
充
実
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

日
ご
ろ
の
外
出
や
買
い

物
に
関
す
る
調
査
を
実
施
す

る
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

運
行
区
域
の
拡
大
検
討
を
求

め
る
が
。

運
行
区
域
拡
大
や
利
用

者
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み

を
検
討
す
る
。

①
情
報
伝
達
は
防
災
行

政
無
線
の
個
別
受
信
機
の
普

及
を
基
本
に
す
べ
き
。
②
自

主
防
災
組
織
に
期
待
す
る
ど

こ
で
も
や
っ
て
も
ら
い
た
い

活
動
と
は
。
③
津
波
避
難
路

へ
の
誘
導
照
明
の
設
置
の
状

況
は
。
④
避
難
所
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
公
開
す
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
。
⑤
防
潮
堤
の
か
さ

上
げ
を
検
討
す
る
海
岸
づ
く

り
会
議
の
対
象
に
興
津
が
選

ば
れ
た
経
緯
。

①
防
災
行
政
無
線
は
市

内
96
ヵ
所
の
屋
外
拡
声
子
局

を
基
本
と
し
、個
別
受
信
機
、

携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
か
ら
選
択
で
き
る
よ

う
整
備
し
た
。
②
72
ヵ
所
の

一
時
津
波
避
難
場
所
の
ど
こ

へ
逃
げ
る
か
、
家
族
や
隣
近

所
で
話
し
合
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
減
災
に
通
じ
る
。
③

42
ヵ
所
の
津
波
避
難
路
に
本

年
度
末
ま
で
に
28
ヵ
所
に
誘

導
照
明
を
設
置
す
る
。
④
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
共

有
化
に
つ
い
て
は
、
自
主
防

災
組
織
を
対
象
に
協
議
し
た

い
。
⑤
夷
隅
郡
内
で
興
津
の

津
波
被
害
想
定
額
が
最
も
高

か
っ
た
た
め
。

猛
暑
か
ら
子
ど
も
た
ち

の
命
を
守
り
、
安
全
を
確
保

す
る
に
は
来
年
夏
ま
で
に
全

普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
が
必
要
不
可
欠
で
は
な
い

か
。

来
年
６
月
中
を
目
途
に

小
中
学
校
の
普
通
教
室
に
エ

ア
コ
ン
の
設
置
が
で
き
る
よ

う
調
査
・
検
討
を
進
め
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
調
査
結

果
と
対
策
は
。

７
月
に
学
校
周
辺
半

径
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
に

基
盤
整
備
を
さ
れ
た
農
地
で

あ
る
。
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
と
の
関
係
と
農
地
転
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を

伺
う
。都

市
と
農
山
漁
村
の
共

生
と
交
流
の
場
と
な
る
こ
と

か
ら
、整
合
性
は
図
ら
れ
る
。

松
野
バ
イ
パ
ス
松
野
か

ら
杉
戸
間
は
開
通
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
こ
だ
け
の

開
通
で
は
、
バ
イ
パ
ス
へ
の

交
通
量
の
増
加
は
見
込
め
な

い
。
芳
賀
か
ら
松
野
へ
の
バ

イ
パ
ス
道
路
の
連
結
が
集
客

に
結
び
付
く
と
思
う
。
こ
の

区
間
見
通
し
を
踏
ま
え
建
設

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
直

す
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
思

う
が
如
何
か
。
状
況
に
よ
っ

て
は
、
改
め
て
場
所
の
変
更

の
検
討
を
行
う
こ
と
を
求
め

る
も
の
で
す
が
如
何
か
。

道
の
駅
整
備
計
画
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
芳
賀

か
ら
の
早
期
完
成
を
促
進
す

る
。

　

地
方
創
生
総
合
戦
略
に
も

あ
る
小
さ
な
拠
点
の
核
と
な

る
も
の
で
あ
り
地
域
の
生
活

利
便
性
の
向
上
も
併
せ
持
つ

こ
と
か
ら
、
予
定
地
の
変
更

は
考
え
な
い
。

91
ヵ
所
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を

把
握
、
今
年
度
末
ま
で
に
夷
隅

土
木
事
務
所
で
目
視
に
よ
る

点
検
調
査
を
実
施
し
、
危
険
と

判
断
さ
れ
た
ら
ポ
ス
ト
に
通

知
文
を
入
れ
る
予
定
で
あ
る
。
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議会のうごきについて報告します
（平成３０年８月～平成３０年１０月）

８月　１日

　 ２日

　 ８日
13 日
20 日
22 日
25 日
26 日
29 日
31 日

９月　３日

５日
６日
７日

愛媛県伊予市行政視察
全員協議会・議会報編集委員会
水道事業運営審議会
ＪＲ外房線要望活動（国土交通省）
議会改革検討委員会
かつうら若潮まつり花火大会
ＪＲ外房線要望活動（千葉支社）
三重県伊賀市行政視察
全国ふるさと甲子園（東京都）
九都県市合同防災訓練
議会運営委員会
夷隅郡市広域市町村圏事務組合定例会（いすみ市）

本会議　初日
全員説明会・議会改革検討委員会
本会議　一般質問
本会議　一般質問
本会議　質疑
表彰選考委員会

10 日
11 日

12・13 日
18 日

20 日
　　　　　

　22 日
26 日

10 月 3 日
10・11 日

11 日
13 日
22 日

24・25 日
25 ～ 27 日

　　29 日

総務文教常任委員会
産業厚生常任委員会
決算審査特別委員会
本会議　最終日　
全員協議会・議会報編集委員会
電話 de 詐欺撲滅キャンペーン式典
交通安全運動出動式
裕和園敬老会
上野地区敬老会

介護保険運営協議会
全国都市問題会議（新潟県長岡市）
千葉県市議会議長会定例総会（千葉市）
市制施行 60 周年記念式典
環境審議会
勝浦市民号
全国漁港漁場大会（大阪府）
千葉県後期高齢者医療広域連合議会全員協議会

きみの未来、あなたの未来

議 会 の う ご き

編 集 後 記

勝浦カッピー

QRコードは
ここだよ！

お問い合わせは、勝浦市議会報編集委員会（７３−６６６２）まで

勝浦市ホームページ　http://www.city.katsuura.lg.jp

　僕の夢は、車の整備士になることです。僕の祖
父が車好きで、小さな頃から車のことを楽しそう
に語る姿を見て、僕も車のことを好きになったこ
とがきっかけでした。車の整備士になって、長く
愛されてきた車を直し、お客様に喜んでもらえる
ような仕事をしたいと思います。そのために、今
僕はディカバリーチャンネルなどで車に関する動
画を見て知識を増やしたり、学校の授業では、整
備に役立つと思う技術の授業を頑張ったりしてい
ます。

勝浦中学校　３年

松
まつざき

崎　弘
ひろき

樹さん

　５つの決算認定は決算審査特別委員会では認定に全員賛成でしたが、本会議では賛否が別れ、反対・賛成討論
が行われました。その内容は議事録または中継録画をご覧ください。

議会報編集委員　　藤本　治
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